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１ はじめに 
 科学・技術(左脳的)分野の e-Learning は現在実

用段階に至っているが，芸術・技能(右脳的)分野

のそれは研究段階にあると言える．このような

中にあって，筆者らは，静的芸術分野のペン・

書道を事例として，書家との共同で弟子と師範

の e-Learning 方式の実証研究[1]を行い，鏡型デ

ータベース[2]及び感性的質問のメモ及びその伝

達機能(超備忘・超伝達機能)[3]を提案し，その

有効性を確認してきた．そして，それを基に動

的動作の伴う e-Learning システム[4]の開発を進

めている． 
 今回は，これら静的芸術分野の研究蓄積と動

的動作の e-Learning システムを基にして，日本

伝統芸術「狂言」[5]を事例として，所作が伴う

右脳的分野の臨場感溢れる e-Learning の研究を

狂言師との共同研究で着手することになった．

本論文は，この研究構想について報告する． 
 
２ 本研究の背景と意義付け 

サレジオ高専は小規模校でありながら，大蔵

流狂言師善竹十郎氏(大蔵流狂言方・重要無形文

化財総合指定保持者)の弟子である英語科教員を

始めとして，５ケ語に通じる外国人教員，国際

文化交流論と一芸に秀でた多彩な教養担当教員

を有する．また専門学科は芸術工学(映像技術)，
情報工学，電子工学(通信工学)から構成され，学

際領域研究が整った環境といえる． 
また，サレジオ高専はキリスト教精神に基づ

く精神文化・国際性を校是としており[6]，1,700
余の国際的姉妹校とサレジオ修道会系理工学高

等教育機関(IUS，Instituciones Universitarias Sale-
sianas)[7]の 24 大学の一つとして位置付けられ，

積極的な国際交流を開始している． 
一方，ASEAN 諸国における日本に関してもっ

と知りたいと思う分野の関心度の調査[8]によれ

ば，ベスト３は，①科学技術，②経済，③日本

人のものの考え方・文化・芸術（９項目中）で

ある．日本の文化・芸術への関心度は３位と強

い関心が示されており，教育における国際異文

化交流の具体的なインフラ整備が必要である． 
 

３ システム設計の基本的考え方 
実現機能概要 

次の機能の実現を考えている． 
 

●狂言遠隔実時間稽古・師範システムの実現 
理想とする稽古は，日々師匠の元に通い，師

匠の五感を介しての指導を経てのそれである．

しかし，国際性の基に有っては，そのことは叶

わない．それも日本国内の移転の問題ではなく，

長期的海外の移転である．海外移転即稽古上達

の道は途絶えることに繋がる．この問題を解決

するために，師匠の元に通う稽古に準じ，また

はそれに可能な限り近い遠隔実時間 e-learning を

実現しなければならない． 
この機能を図化すると図１の通りであり，次

の３機能の構成を考えている． 
・ 稽古支援及びビデオ撮影・編集機能 
・ 指導支援及びビデオ添削・編集機能 
・ 遠隔実時間指導(左脳的 e-Learning) 
 

●海外異文化の臨場感溢れる講演の IT 支援 
落語家，浪曲家はいざ知らず，表現のプロで

は無くても，異文化講演において聴衆に臨場感

溢れるイメージの伝達をしたい．このことは，

前述した日本人のものの考え方・文化・芸術の

関心への回答である．ASEAN 諸国以外にも欧州，

南米 LATIN 諸国に多くの姉妹校を有するサレジ

オ高専では特に重要である．ビデオを単に見せ

るだけではなく，五感を介しての講演による伝

達をしたい．そのための IT 援用システムである．

この機能を図化すると図２のようになる．IT 支
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援は映像のみならず音響的な臨場感を演出する

ように機能する必要がある． 
 
設計指針 

前述した機能の設計指針は次の通りである． 
 

● 大蔵流狂言の奥義の科学的分析 
一般に「狂言」の伝承は，師弟制度による実

空間利用が主であり，一般的な教養講座として

成立しにくい．例えば，大蔵流狂言では，はじ

めに師の型を真似ることから始まり，間合いの

習得が重要項目である．同じ台詞でも曲種によ

って間合いが異なるなど，一般法則に従わない

細かな規則があると伺うことができる[5]．我々

が既に研究してきた「ペン習字を事例とした静

的右脳 e-Learning の研究」[1]と同様に，流派毎

の芸術に対応した個の方程式を解かなければな

らない．  
そこで，大蔵流竹善家当主である善竹十郎師

匠の奥義書，口述書及び弟子を介しての「所作

を伴う芸風」の助言・実演を参考に，科学的に

伝承教育を分析する．この分析を基に IT 援用法

のモデル化を進め，逐次講評・評価を得ながら

研究を進める． 
 
● 左脳的静的 e-Learning システム資産の活用 

ペン字書道を事例とした既に開発してきた左

脳的静的 e-Learning ソフトウェア資産を活用す

る．「書家の朱筆添削書」に対応する「遠隔個

別稽古ビデオの添削・編集」データベースを師

匠側のみならず遠隔地の弟子側にも置く方式を

採る(鏡型データデース)[2]．実時間指導中は，

ビデオそのものの streaming 転送は行わずに，コ

マンドのみで鏡型データベースの映像同期方式

を採用し，インターネット上のボトルネックの

問題を解消させる．Streaming の双方向通信は，

音声，問題点指摘のカーソル情報のみである．

その他，超備忘・超伝達機能[3]の機能の流用化

を検討したい． 
 
４ まとめ 
 研究の構想の背景及び意義付け，システム設

計の基本的考え方を整理することができた．こ

れらの機能は，既に研究してきた静的右脳 e-
Learning システム上に構築する予定であり，実現

の可能性は高いと思っている．また拡張機能と

しては，IUS 連携校の伝統文化(フラメンコ，闘

牛，カーニバル等)への流用も検討している．今

後，研究・開発が進み次第報告してゆきたい． 
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